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豪雪時は外出を控えましょう
　不要な外出は事故や渋滞の原因となります。

歩道及び出入口部分の除雪をお願いします
　除雪作業後の雪の片付けにご協力をお願いします。
　雪を道路に出すことは交通の妨げとなりますのでや
めてください。

路上に突き出た木竹等の伐採・切除をしてください
　降雪により木竹の枝が垂れ下がると、除雪作業や交
通の妨げとなりますので、道路隣接地の樹木の適切な
管理をお願いします。

災害意識を持ち続けましょう
　気象情報に注意し、大雪に対する備えをしましょう。

チェーンの装着と安全運転に心がけましょう
　路面状況に応じチェーン等装着するなど事故防止に
努めましょう。

屋根からの落雪に注意しましょう

除雪作業に
皆さんのご協力とご理解をお願いします

建設係

　県、町では、それぞれ管理する道路の除雪や凍結防止剤の散布を行います。特に大雪となる状況で
の作業にあたっては皆さんのご協力が必要です。円滑な除雪ができますよう一人一人の注意とご協力
をお願いします。

各戸出入口の除雪にご協力を
　自宅前の生活道路の除雪にご協力をお
願いします。除雪車が通った後は各戸の
出入口に雪が残ることがありますが、ご
協力をお願いします。

除雪の際の路上駐車はご注意を
　除雪作業の際に、路上駐車された車が
あると作業の妨げとなります。交通渋滞
や事故につながる恐れもありますので路
上駐車はやめましょう。

●お問合せ先				  
　佐久建設事務所佐久北部事務所
　維持管理課　　　電話　0267−63−3173
　立科町役場
　建設課　建設係　電話　0267−88−8409
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　年末は、夕暮れ時の歩行中・横断中の事故、交差点にお
ける事故が増えるほか、飲酒機会の増加や積雪・凍結によ
る道路環境の悪化に伴う重大事故の発生が懸念されること
から、広く県民に交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を呼びかけ、交通事故防止の徹底を図ります。

交通安全
庶務係年末の

　交通安全運動

思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔

12月１日㈮〜31日㈰

運
動
の
基
本

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
道
路
が
凍
結
す
る
季
節
で
す
。
特
に

お
子
さ
ん
や
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
、

時
間
に
余
裕
を
持
ち
、
落
ち
着
い
て
行

動
を
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

★‌�

「
思
い
や
り
」
を
持
っ
て
、
子
供
と

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

★�‌
横
断
歩
道
や
交
差
点
で
は
、
車
も
人

も
、
し
っ
か
り
安
全
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

★�‌

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
大
人

が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
手
本
を
示

し
ま
し
ょ
う
。

★�‌

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
目
と
手
と
心

を
離
さ
ず
、
周
囲
の
大
人
が
し
っ
か

り
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

★

�‌
�

70
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢

者
運
転
者
標
識
を
表
示
し
て
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩

行
者
保
護
の
徹
底

・�

平
成
28
年
長
野
県
内
の
交
通
事
故
死
者
１

２
１
人
中
、
35
人
が
歩
行
者
で
す
。

・�

歩
行
者
の
交
通
事
故
死
者
の
う
ち
26
人

（
74
・
3
％
）
が
高
齢
者
で
し
た
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

・�

暗
く
な
る
と
、
運
転
者
か
ら
歩
行
者
が
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。

・�

夜
間
の
死
亡
事
故
が
全
体
の
約
半
数
を
占

め
、
致
死
率
は
昼
間
の
約
３
倍
で
す
。

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
事
故
が
未
だ
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

・�

平
成
28
年
中
に
発
生
し
た
事
故
で
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
車
外
放
出
割
合
は

着
用
者
の
21
倍
。

・�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

「
命
綱
」
で
す
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

・�

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
の
原
因
と
な
り
、

被
害
者
の
人
生
を
奪
う
と
て
も
悪
質
で
危

険
な
「
犯
罪
」
で
す
。

・�

飲
酒
運
転
は
、
自
分
の
人
生
ば
か
り
か
家

族
の
暮
ら
し
も
台
無
し
に
し
ま
す
。

長野県交通事故相談所

　長野県交通事故相談所では、専門の相談員が無料で相談に応じています。
　詳しいことはお近くの相談所にお問合せください。

目的

スローガン

期間

相談所 所在地・電話番号 相談日 受付時間
長野相談所

（長野保健福祉事務所内）
長野市中御所岡田98－1
電話　026－235－7175

月曜日～金曜日
年末年始及び
祝休日を除く

※お願い
面接相談を希望される
場合は、事前に電話で
予約をお願いします。

午前８時30分

～

午後５時15分

松本相談所
（松本合同庁舎内）

松本市大字島立1020
電話　0263－40－1949

飯田相談所
（飯田合同庁舎内）

飯田市追手町2－678
電話　0265－53－0429

上田相談所
（上田合同庁舎内）

上田市材木町1－2－6
電話　0268－25－7171

⎧
⎪
⎩

⎫
⎪
⎭
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口腔ケアでお口の健康を保ちましょう！
─ 口腔ケアは体全体の元気の源です ─

　口や歯の健康や食べ物をかんだり飲み込んだりする機能は、私たちが思っている以上に重要です。また、口の
中が不衛生な状態だと、全身の健康にも影響します。
　口の健康が保たれていないと、食
べる楽しみを持てなかったり、人と
の交流が減ってしまったり、低栄養
状態になったりして元気に活動する
ことができなくなります。よく噛ん
で食べることは、脳を刺激して認知
症の予防になり、口の手入れは、歯
の病気や口臭を防ぎます。さらに舌
やほおなどの筋肉を鍛えると、飲み
込む力を高め、誤嚥性肺炎も防げま
す。毎日の口の手入れと、よく噛ん
で食べることを習慣にしましょう。

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
土
地
、

家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
は
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
評
価
し
て

課
税
さ
れ
、
家
屋
は
１
月
１
日
に
現
存
す
る

建
物
を
お
持
ち
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
以
下
の
場
合
に
該
当
す
る
方
は
届
出
等
を

お
願
い
し
ま
す
。

土
地
の
地
目
変
更
や

用
途
変
更
を
し
た
場
合

　
住
宅
地
か
ら
住
宅
地
以
外
の
用
途
に
し
た

場
合
、
ま
た
は
住
宅
地
以
外
の
工
場
・
倉
庫

等
か
ら
住
宅
地
に
変
更
し
た
場
合
に
は
、
長

野
地
方
法
務
局
佐
久
支
局
で
の
登
記
の
変
更

と
、
役
場
税
務
係
に
申
し
出
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
参
考
）

　
土
地
の
地
目
を
変
更
す
る
場
合
は
、
不
動
産

登
記
法
に
よ
り
「
そ
の
変
更
が
あ
っ
た
時
か
ら

1
ヶ
月
以
内
に
、
地
目
の
変
更
登
記
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
野
地
方
法
務
局
佐
久
支
局
（
電
話
０
２
６
７

─
６
７
─
２
２
７
２
）
で
変
更
登
記
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

建
物
を
新
築
、

ま
た
は
取
り
壊
し
た
場
合

　

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
時
に
は
そ
の

翌
年
か
ら
課
税
の
対
象
と
な
り
、
取
り
壊

し
た
時
に
は
そ
の
翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
も
の
、
ま

た
は
役
場
の
家
屋
調
査
が
済
ん
だ
も
の
を

除
き
、
本
年
中
に
建
物
を
新
築
・
増
築
し

た
場
合
、
ま
た
は
建
物
を
取
り
壊
し
た
場

合
に
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
壊

し
の
場
合
は
建
物
全
体
で
あ
る
か
一
部
で

あ
る
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

・‌�

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
（
建
物
の
面

積
が
増
え
た
）

・‌�

建
物
を
取
り
壊
し
た
（
面
積
が
減
っ
た
）

・‌�

未
登
記
の
建
物
を
売
買
・
贈
与
・
相
続

し
た

　
以
上
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
そ
の

都
度
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

土
地
の
地
目
変
更
、

建
物
の
新
増
築
等
を
さ
れ
た
方
へ

税務係

日常生活でできる 口腔清掃と口腔体操
口腔清掃

口腔体操

①毎食後の歯磨き
　歯ブラシ、歯間ブラシ、糸ようじなどを上手に使い分けましょう。
②義歯（入れ歯）の手入れ
　専用の歯ブラシでみがき、寝るときははずして保管しましょう。
③舌の手入れ
　細菌繁殖や口臭予防のために、舌の汚れ（舌苔）もとりましょう。

② �口を大きく開けて、舌を出したり
引っ込めたりする。

③ 舌を出して、上下や
　左右に動かしてみる。

① �口を閉じたまま、ほおをふくらませたり、
すぼめたりする。



5 広報たてしな  2017年12月

10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第 20  弾 高齢者支援係

　10月10日に、たてしな“ずく”りの会―立科町暮らしづくりの会―の委員４名、内藤生活支援コー
ディネーター、アドバイザーの浦野千絵さん、立科町地域包括支援センターの職員が、住民主体の活
動について学ぶため、佐久市内山地区で行っている集いの場「十

とう

日
か

会
かい

」を視察しました。
　この日の十日会では、地区公民館で地元のお寺の和尚さんの「今ここで心豊かに生きる」というお
話を聞きました。
　「十日会」は、内山地区住民が集える居
場所や相談・支えあえる仕組みをつくっ
ていきたいとの思いから、平成28年１月
に住民が立ち上げた集いの場です。
　毎月10日に、10時〜12時まで、JA内山
支所の一角や公民館を借りて、おしゃべ
りや体操、うどん・饅頭づくり、歌の会、
そば打ちなどを、時には地域の方が講師
になり、行っています。
　平成29年11月から民家を借りて、毎週
水曜日９時〜16時まで地域の方が自由に
利用できる居場所「いずみの家」を見学
させていただきました。
　支えあって安心して暮らせることを目
指し、その仕組みづくりの一端として、
歩いて行ける場所に子供からお年寄りま
で自由に集える居場所づくりをされてい
る内山地区の方の思いや取組みに触れる
ことができました。

　
早
い
も
の
で
今
年
も
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
美
し
い
瞬
き
が
灯
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

が
流
れ
、
一
気
に
年
の
瀬
の
足
音
が
聞
こ
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
1
年
３
６
５
日
を
ど
の
様
に
過
ご
し
て
き
た

か
、
あ
ま
り
ゆ
っ
く
り
と
振
り
返
る
こ
と
な
ど

し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
子
ど
も
た
ち
は
、
今
は
家
か
ら
離
れ
て

い
ま
す
が
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
な
ど

の
行
事
に
参
加
す
る
た
び
に
立
科
の
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
て
い
る
と
本
当
に

う
れ
し
く
な
り
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

向
け
て
し
っ
か
り
と
町
政
を
進
め
な
け
れ
ば
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
農
作
物
も
天
候
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
緑
豊

か
な
時
期
か
ら
収
穫
も
終
盤
を
迎
え
、
皆
さ
ん

も
今
年
の
恵
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
と
申
し
ま
す
が
、
公

務
に
追
わ
れ
た
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
が
、
も

う
1
年
経
つ
の
か
と
年
の
瀬
を
迎
え
る
こ
の
時

期
に
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
や
農
作
物
の
豊
か
な
実
り
な
ど

「
人
と
自
然
が
輝
く
町
」
ふ
る
さ
と
立
科
に
今

年
も
感
謝
し
、
今
後
も
町
の
発
展
に
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
㉕

米
村
匡
人

いずみの家
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　冬期は暖房器具の使用に伴い、灯油の流
出事故が多発します。灯油が河川等に流れ
込むと、上下水道の汚染、農作物や魚類等
の生態系に被害を与える恐れがあります。
また、その回収は大変困難なものであり、
環境汚染は免れません。
　灯油の取り扱いについては、次の事項に
十分注意いただき、事故を未然に防ぐこと
はもちろん、事故が発生した場合は、被害
が拡大しないように、速やかに各関係機関
へ通報をしましょう。

●�冬期は灯油の使用頻度が増えますが、取り扱いに際しては、
常に細心の注意を払う
●�ホームタンクで灯油を貯蔵されている方は、バルブや配管

に異常がないか、タンクの残量が異常に減っていないか、
定期的に確認する
●�ポリタンクなどに小分けするときは、決してその場を離れ

ず、作業が終わったらバルブの全閉を必ず確認する
●消防法に従い適正な防油堤を設置する
●�万が一、道路側溝や河川等に流出させてしまった場合は、

消防署、役場町民課または佐久地方事務所環境課に、速や
かに連絡する

連絡先

注意事項

川西消防署　　　　　　　 電話 0267－53－0119
立科町役場 町民課　　　　電話 0267－56－2311
佐久地域振興局 環境課　　電話 0267－63－3166

灯油の流出事故に注意しましょう！ 環境保健係

　町では移住を支援するために、再利活用でき
る「空き家」を募集しています。
　現在町外から「立科町に住みたい、住んでみ
たい」という希望者が大勢いますが、この皆様
方の希望に添えていないのが実態です。まだま
だ、再利活用できる住宅が不足していますので
「売りたい・貸したい」希望の住宅がありました
ら、企画課までご連絡をお待ちしています。

空き家バンクに登録して、資産の有効活用しませんか！
再利用できる住宅募集中 企画振興係

申請 登録調査［町］ 再利活用決定［資産の運用開始］

提出していただく住宅情報

流　　れ

住宅所有者の住所、氏名、電話番号、空き家の所在地等

お問合せ先　企画課 企画振興係　電話 88－8403　有線 2311　FAX 56－2310
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　寝たきりや認知症の高齢者及び重度の心身障がい者等の皆さんを在宅において介護されている方の負担軽
減を図るため、紙おむつの購入費の一部を補助します。

◆対象者　�町内に住所を有する寝たきり高齢者等で、失禁状態が６ヶ月以上にわたっている者。
　　　　　�施設や病院等に入所（入院）期間中の紙おむつの購入費は対象となりません。
　　　　　詳細は下表のとおりです。
◆補助額

◆対象期間　平成29年１月から12月までの購入分
◆申請方法　‌�役場町民課に申請用紙がありますので、対象期間の領収書（おむつ等の購入が明記されている

もの）を添付の上、申請してください。
◆提出期限　平成30年１月19日㈮まで（期限厳守）
◆留意事項　介護保険施設及び病院等に入所（入院）期間中の紙おむつの購入費は対象となりません。

◆お問合せ先　町民課　高齢者支援係　電話 0267－88－8418　有線2311
　　　　　　　　　　　福祉係　　　　電話 0267－88－8405　有線2311

　町では、国で定める特定疾患（小児慢性特定疾患を含む）・精神保健法により認定された精神障害や人工透
析等の治療のため、医療機関に通院されている皆さんに通院交通費の一部を補助しています。

◆対象期間　平成29年１月～12月までの通院分
◆申請方法　役場福祉係窓口に所定の用紙がありますので、医療機関の通院証明を受けて、申請してください。
◆提出期限　平成30年１月26日㈮まで（期限厳守）
◆留意事項　対象となる疾患等についてはお問合せください。

お問合せ先 　町民課　福祉係　電話 0267－88－8405　有線 2311

高齢者支援係・福祉係寝たきり高齢者等の
紙おむつ購入費を補助します

難病等治療者の皆さんに通院費補助のお知らせ 福祉係

対象者 補助限度額（予算の範囲内）
寝たきり老人 要介護３・４・５ 月額5,000円以内
認知症老人 認知症高齢者の自立度Ⅲa以上 月額5,000円以内
重度心身障がい者（児） 重度心身障がい者（児） 月額5,000円以内
病気等の理由により常時失禁状態と
なる者

病気等の理由により常時失禁状態に
ある要介護１・２の方 月額2,500円以内

12月 ５日㈫　本会議（提案説明）
　　  ６日㈬　本会議（議案質疑委員会付託）
　　  ７日㈭　本会議（一般質問）
　　  ８日㈮　本会議（一般質問）
　　 11日㈪　社会文教建設常任委員会
　　 12日㈫　総務経済常任委員会
　　 14日㈭　本会議（委員長報告・討論・採決）

12月定例会日程 （予定） 議会事務局町議会12月定例会の
　　　　　　お知らせ
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環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

　
骨
粗
鬆
症
の
人
は
、
男
女
合
わ
せ
る
と
約
１
０
０
０

万
人
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
約
8
割
が
女
性
の
よ

う
で
す
。

　
骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
の
量
が
減
っ
た
り
、
骨
の
質
が

低
下
し
て
骨
が
も
ろ
く
な
り
、
骨
折
を
起
こ
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
は
、

自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
に
く
い
た
め
、
気
づ
か
ず
に
放

置
さ
れ
が
ち
で
す
。
骨
折
し
て
か
ら
初
め
て
骨
粗
鬆
症

と
診
断
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
骨
は
皮
膚
や
髪
の
毛
の
よ
う
に
新
陳
代
謝
を
繰
り
返

す
こ
と
で「
強
さ
」や「
し
な
や
か
さ
」を
保
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、
病
気
、

薬
な
ど
の
影
響
か
ら
骨
の
も
と
に
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が

不
足
し
た
り
、
骨
を
作
る
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し

て
く
る
と
、
骨
を
つ
く
る
量
よ
り
も
こ
わ
す
量
の
ほ
う

が
多
く
な
り
、
骨
の
量
が
減
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
の
一
生
の
う
ち
で
骨
の
量
が
増
え
る
の
は
、
身
体

が
つ
く
ら
れ
て
い
く
思
春
期
ま
で
の
成
長
期
の
間
だ
け

で
す
。
骨
の
量
は
20
歳
頃
ま
で
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
40

歳
く
ら
い
ま
で
維
持
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、
徐
々
に

減
少
し
て
い
き
ま
す
。
骨
の
量
が
最
も
増
え
る
時
期
に
、

骨
量
を
増
や
す
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
次
号
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

環境保健係

みんなで

食
育

骨
粗
鬆
症
の
予
防
は
成
長
期
か
ら
！

このレッドリボンの意味をご存知ですか？
　“レッドリボン（赤いリボン）”は、もともとヨーロッパに古くから伝承される風習の一つ
で、病気や事故で人生を全うできなかった人々への追悼の気持ちを表すものでした。
　現在ではUNAIDS（国連合同エイズ計画）のシンボルマークにも採用されており、「エイ
ズに関して偏見を持っていない、エイズとともに生きる人々を差別しない」というメッセー
ジが込められています。

HIV/エイズは早期把握、治療の早期開始・継続で今までの生活を送ることが期待でき
るようになりました
　治療法の進歩によりHIV陽性者の予後が改善された結果、HIV陽性者は感染の早期把握、治療の早期開始・
継続によりエイズの発症を防ぐことができ、HIVに感染していない人と同じくらいの生活を送ることが期待で
きるようになりました。また、治療を継続して体内のウイルス量が減少すれば、HIVに感染している人から他
の人への感染リスクが大きく低下することも確認されています。つまり、治療の進歩でHIV陽性者の生活は大
きく変わり、HIV感染の予防もその進歩に支えられた様々な選択肢が用意されるようになりました。

情報は正確に！

Q エイズの発症を防ぐことができますか？
A 早期把握・治療の早期開始・継続することでHIV陽性者もエイズの発症を防ぐことができます。

Q 原因不明で死に至る病気と聞きましたが？
A 病気が発見された当時の情報です。

Q HIV感染＝エイズではない？
A HIVに感染しただけではエイズとは言いません。

　エイズ検査・相談は無料・匿名で最寄の保健所等で行っています。心配な時は相談しましょう。
佐久保健福祉事務所（佐久保健所）

12月１日は世界エイズデー
今年のテーマは

「UPDATE（アップデート）！ エイズのイメージを変えよう」です

電話相談 随時（平日　午前８時30分〜午後５時） お問合せ先
電話 0267−63−3164検　　査 予　　約　　制
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マイナンバーカードをつくりませんか？

●�免許証などと同様に顔写真入りの 公的身分証明書 として使えます。
　（免許証をお持ちでない方、または返還された方にオススメ）
●�住民票の写しや印鑑証明書、戸籍証明書 等をコンビニで取得できます。
●マイナンバーの提示と本人確認が同時にできます。
●e-taxなどの電子申請に利用できます。

　マイナンバーカードを希望する方へ、写真を撮ってカード申請のお手伝いを
しています。個人番号カード交付申請書及び身分証明書をお持ちください。　
＊町のタブレット端末で本人の写真を撮り、電子申請をサポート。

　最近、さまざまな場面でマイナンバーの提示を求められることが増
えていませんか。自分のマイナンバーを証明するものとして「通知
カード」と「マイナンバーカード」があります。
　通知カード（写真なし）は、マイナンバーを通知するための紙の
カードです。個人番号、氏名、住所、生年月日、性別、のほか発行日
が記入されています。有効期限はありません。顔写真がないことから
通知カード単独では身分証明になりません。
　マイナンバーカード（個人番号カード）は、表面に氏名、住所、生
年月日、性別、本人の写真が表示され、裏面にマイナンバーが記載さ
れたプラスチック製のカードです。本人確認のための身分証明書とし
て利用できるほか、マイナンバーの提供を求められた際にも利用でき
ます。カードのICチップに搭載された電子証明書を用いて、e-tax（国
税電子申告・納税システム）をはじめとした各種電子申請も使用する
ことができます。
※�申請から約３週間後にカードの受け取りについてのご案内を郵送し

ています。

●発行手数料　初回無料　※電子証明書の発行手数料も初回無料
●有効期間　　20歳以上……発行日から申請者の10回目の誕生日まで
　　　　　　　20歳未満……発行日から申請者の５回目の誕生日まで
　　　　　　　※�外国人の方は在留資格によって、有効期間が異なり

ます。詳細はお問合せください。
●�マイナンバーカードを持つと、今後本格運用となるインターネット
を通じた行政サービス「マイナポータル」にログインできます。

マイナンバーカードがあれば……

マイナンバーカードを作りませんか

住民係

マイナンバーカード申請のお手伝いをしています（無料）

通知カード（紙製・写真なし）

個人番号カード（プラスチック製・写真あり）



10広報たてしな  2017年12月

農地中間管理事業等のお知らせ （公財）長野県農業開発公社

Ⅰ　農地を貸したい方ご相談ください！（農地中間管理事業）

Ⅱ　農地の売買なら任せて安心！（農地売買支援事業）

　当公社は農地を貸したい方から農地をお借りし、農業の担い手にお貸しする「農地中間管理事業」をしています。

● 農地のある市町村農政担当課※1 や最寄りの公社※2 で相談に応じています。
● 贈与税や相続税の納税猶予農地は猶予が継続されます。
● 農業者年金受給農地も支給停止になりません。

農地を貸したい人
（農業振興地域内の

農地が対象です）

農地を借りたい人
（農業担い手）

（公財）長野県農業開発公社

借 受 貸付（転貸）

①�市町村の農地中間管理事業の窓口※1 までご相談く
ださい。
②�地域の担い手の規模拡大または分散錯圃の解消に
つながるかなどを検討し、農地の借り上げ期間や
料金などをご相談いたします。
③�借受希望者に集積するうえで必要な場合は条件整
備を実施することができます。

注 農地として利用することが困難である農地など

①�公社が地域を定めて借受希望者の公募を行います。
（必須）応募者の内容を整理し、公社ホームペー
ジで公表いたします。
②�公社の貸付先決定ルールに沿って、応募者の中か
ら農地の利用者を定めた農用地利用配分計画書の
原案を作成します。

注 �農地の貸付ルールに沿って公平な貸付を行います。

税制の特例が受けられます税制の特例が受けられます
・�登録免許税
　�15/1,000が10/1,000に軽減
されます。
・�不動産取得税の軽減
　�取得した土地評価額の１/３
相当額が控除されて課税さ
れます。
・�低利の制度資金の融資対象
になります。

注 �農業開発公社が売買する農地は、農業振興地域の農用地区域が対象と
なります。

　 農地の売買については、別途公社手数料がかかります。

農地を貸したい人は

農地を貸したい人は…

農地を借りたい人は

農地を借りたい人は…

売買のメリット……譲渡所得が800万円まで特別控除されます。

計算例 通常の売買 公社活用の売買
農地売却代金 800万円 800万円

取得費＋譲渡費用   40万円   40万円
特別控除額     0万円 800万円
課税所得額 760万円     0万円
税金（20%） 152万円     0万円

お問合せ先　※１	立科町役場農林課・立科町農業委員会　　電話 0267－88－8408　（立科町役場農林課直通）
　　　　　　※２	長野県農業開発公社東信支所：佐久市跡部65－１（佐久地域振興局内）　電話 0267－63－3111



11 広報たてしな  2017年12月

企画振興係

スマイル交通　年末年始運休便のお知らせ

環境保健係

ごみ収集日程

社会体育・社会教育施設

火葬場（佐久平斎場）

権 現 の 湯

権現の湯社会教育人権政策係

住民係

　次のとおり、お休みします。

・中央公民館並びに図書室
・人権センター

・こども未来館（児童館）

・権現山運動公園の全体育施設

●休館日　12月29日㈮～１月３日㈬

西回り線
●12月29日㈮〜12月30日㈯	 第１便運休
●12月31日㈰・１月１日㈪	 全便運休
●１月２日㈫〜１月５日㈮	 第１便運休
●１月６日㈯〜１月８日（月・祝）	 第１・２便運休
※第７便は現在運休中です。

東・南回り線
●12月31日㈰・１月１日㈪	 全便運休
　第５便は現在運休中です。

●休業日
　１月１日㈪・２日㈫は休業いたします。

●火葬受付
　�予約受付システムにて24時間予約可能です。
　※�１月１日・２日は、ペット火葬等の電話対応は
ありません。

　佐久平斎場　電話 88−8321
●死亡届受付
　�立科町役場　午前8時30分～午後5時15分
　※�死亡届受付の際は、事前に業者等に仮予約を依
頼してからおこしください。

　12月30日㈯まで通常営業します。（12月28日㈭は定休日）
●12月31日㈰・１月１日㈪
　◇入館　午前10時～午後７時（受付は、午後６時30分まで）
　◇食事　権現亭のラストオーダーは午後５時までとなります。
●�１月２日㈫から通常営業いたします。
　（１月４日㈭は定休日）
※�元旦は各種イベントのほか、特別企画として、お得なプリペイ
ドカードの限定販売も予定しています。
　皆様のお越しを、スタッフ一同心よりお待ちしています。

年末年始の業務について
年末年始の業務について、次のとおりお休み及び業務時間を変更させていただきます。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　平成29年度環境衛生カレンダーのとおり、12月
29日㈮可燃物の収集で終了します。１月の収集は、
４日㈭びんの収集（南部・蓼科地区は５日㈮可燃物
の収集）から開始します。
　　なお、川西清掃センター及び粗大ごみ処分場へ
の個人持込みは、次の期日までとします。

●川西清掃センター（可燃・不燃・カン類）
　　　　　　　　　　 12月29日㈮　午後４時まで
●粗大ごみ処分場	 12月28日㈭　午後４時まで

※１月の個人持込み開始は４日㈭から

シラカバ線
●12月27日㈬・12月28日㈭	 第１・８便運休
●12月29日㈮〜１月３日㈬	 第１・２・７・８便運休
●１月４日㈭〜５日㈮	 第１・８便運休
●１月６日㈯〜８日（月・祝）	 第１・２・７・８便運休

運行状況について
・西回り線：白樺観光タクシー　電話 56−3636
・東・南回り線：望月ハイヤー　電話 56−1153
・シラカバ線：東信観光バス　　電話 53−5522
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先
月
の
「
広
報
た
て
し
な
」で
、「
学
校
は
社

会
の
縮し

ゅ
く

図ず

で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
が
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
日
々
、
大
人
が

誠せ
い
じ
つ実

に
、
正
直
に
生
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大

人
社
会
が
、
秩ち

つ

序じ
ょ

の
あ
る
健
全
な
社
会
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
は
、「
子
ど
も
の
問
題
は
大
人
の

問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
教
育
問
題
を
考

え
る
と
き
の
基
本
で
あ
る
。
教
育
の
第
一
歩
は

模も

倣ほ
う

で
あ
り
、
子
ど
も
は
大
人
の
言
動
を
模
倣

す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
の

問
題
は
、
子
ど
も
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
大
人

が
悪
い
か
ら
だ
と
い
う
認
識
を
持
た
な
い
限
り
、

問
題
は
解
決
し
な
い
。
問
題
の
所
在
が
社
会
全

体
に
拡か

く

散さ
ん

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う

説
（「
教
育
の
扉
13
」
森
隆
夫
著 

ぎ
ょ
う
せ
い

出
版
）
に
基も

と

づ
い
た
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
、
学
校
は
社
会
の
縮
図

で
あ
る
と
い
う
視
点
で
、
今
年
の
大
人
社
会
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
や
は
り
大
人
は
も
う

少
し
誠
実
に
、
正
直
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

今
年
も
、
多
く
の
方
の
優
れ
た
功こ

う

績せ
き

や
地じ

道み
ち

な

努
力
、
誠
実
な
頑が

ん
　
ば張

り
、
心
洗あ

ら

わ
れ
る
よ
う
な

感
動
、
勇
気
を
分
け
与
え
て
く
れ
る
優や

さ

し
さ
な

ど
に
泥ど

ろ

を
塗ぬ

り
た
く
る
よ
う
な
嘆な

げ

か
わ
し
い
出

来
事
が
相
次
い
だ
の
で
す
。

　
物
理
学
者
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
（
１
８
７
９
〜
１
９
５
５
）
が
、「
こ
の

世
に
際さ

い
げ
ん限
の
な
い
も
の
が
二
つ
あ
る
。
宇
宙
と
、

人
間
の
愚お

ろ

か
さ
だ
。
も
っ
と
も
、
宇
宙
に
際
限

が
な
い
の
か
ど
う
か
の
ほ
う
は
確
信
が
な
い

が
。」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
が
、
人
間
と
は
、

文
化
を
育は

ぐ
くみ
、
文
明
社
会
を
築
い
た
賢か

し
こい
心
、

正
義
を
守
り
、
貫つ

ら
ぬく
熱
い
心
な
ど
と
と
も
に
、

戦
争
や
紛
争
、
犯
罪
、
過か

失し
つ

を
繰
り
返
す
愚
か

な
心
を
併あ

わ

せ
持
つ
存
在
な
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
愚
か
さ
ゆ
え
に
、
大
人
社
会
で

は
不ふ

祥し
ょ
う

事じ

が
一い

っ

向こ
う

に
な
く
な
ら
ず
、
今
年
は

さ
ら
に
、
嘆
か
わ
し
さ
の
衝イ

ン
パ
ク
ト撃の
強き

ょ
う

烈れ
つ

さ
に
お

い
て
、
３
年
前
、
記
者
会
見
で
延え

ん

々え
ん

と
号ご

う

泣き
ゅ
うし

た
、
か
の
県
会
議
員
以
上
（
？
）
の
国
会
議
員

が
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
範は

ん

と
な
り
、
日
本
を
先リ

ー
ド導

す
べ
き

立
場
に
あ
る
国
会
議
員
の
絶ぜ

っ

叫き
ょ
うを
、
あ
る
時
期
、

立
科
町
児
童
館
で
も
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い

る
小
学
生
が
真ま

似ね

し
、
あ
の
口
汚
い
言
葉
を
発

し
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
（
模
倣
）
行
為
に
、
嘆
か
わ
し
さ
を
覚

え
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
対
す
る

（
無
意
識
の
）
痛つ

う

烈れ
つ

な
批
判
が
確
か
に
含ふ

く

ま
れ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
は
、
無む

　
く垢

な
る
正
義
感
を
内
に
秘ひ

め
、
大
人
の
背
中
を

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
す
…
…
。

　
何
と
も
嘆
か
わ
し
く
、
迷め

い

惑わ
く

な
国
会
議
員
で

し
た
が
、
今
年
は
殊こ

と

に
、
高
い
専
門
性
と
使
命

感
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に

あ
る
御ご

仁じ
ん

の
不ふ

祥し
ょ
う

事じ

が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
、
そ
れ
ら
の
不
祥
事
を

列れ
っ

挙き
ょ

し
ま
す
と
、
た
だ
た
だ
気
が
滅め

　
い入
る
ば
か

り
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
心
の
奥
底
に
蠢う

ご
めい
て
い

る
自
分
の
醜み

に
くい

も
の
が
次
々
に
抉え

ぐ

り
出
さ
れ
る

よ
う
な
不
安
を
覚
え
る
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
、
学
校
は
社
会
の
縮
図
で
あ
る
と
い

う
視
点
か
ら
、
特
に
強
い
疑
問
や
不
安
、
嘆
か

わ
し
さ
を
抱
い
た
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
一
緒

に
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
一
点
目
は
、
文
部
科
学
省
の
組
織
的
で
、
計

画
的
な
天あ

ま

下く
だ

り
の
問
題
で
す
。

　
学
校
を
統と

う

括か
つ

し
、
現
在
、
道
徳
の
教
科
化
な

ど
、
児
童
・
生
徒
の
道
徳
教
育
を
重
点
的
に
推す

い

進し
ん

し
て
い
る
当と

う

の
文
部
科
学
省
が
、
法
律
（
国

家
公
務
員
法
）
を
破
っ
た
り
、
隠い

ん

蔽ぺ
い

工
作
を
し

た
り
す
る
よ
う
な
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
教
育
の
信
頼
を
著

い
ち
じ
るし
く
失し

っ

墜つ
い

さ
せ
る
点

に
お
い
て
、
教
職
員
の
不
祥
事
（
非ひ

違い

行
為
）

と
同
一
同
質
で
あ
り
、
子
ど
も
に
「
示し

め

し
」
が

つ
か
な
い
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
は
、

教
育
的
意
図
の
な
い
日
常
生
活
の
中
で
、
ご
く

自
然
に
道
徳
的
な
判
断
力
や
行
為
の
方
法
を
学

ん
で
い
る
反
面
、
大
人
の
不
道
徳
な
行
為
か
ら

も
多
大
な
影え

い

響き
ょ
うを

受
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
二
点
目
は
、
過
去
の
い
じ
め
に
関
す
る
反
省

と
教
訓
が
全
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
学
校
や
教

育
委
員
会
の
不
見
識
な
い
じ
め
対
応
で
す
。

　
新
聞
報
道
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
宮
城
県

仙
台
市
立
中
学
校
２
年
男
子
生
徒
の
事
例
は
、

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

学校は社会の縮
しゅく

図
ず

である
〜 平成29年を振り返って 〜
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射
能
を
閉
じ
込
め
る
作
業
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
…
…
？

○�

昭
和
29
年
、
国
会
に
原
子
炉
の
予
算
案
が
提

出
さ
れ
、
法
律
が
で
き
た
が
、
当
時
、「
原

発
」
は
「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
、
コ

ス
ト
が
安
く
、
ク
リ
ー
ン
で
、
事
故
も
絶
対

に
起
き
な
い
と
い
う
「
安
全
神
話
」
が
国
民

に
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
悲ひ

惨さ
ん

な
原
発
事

故
が
起
こ
り
、
10
数
万
人
が
避ひ

難な
ん

を
余よ

　
ぎ儀
な

く
さ
れ
、
数
万
人
が
生
活
や
故
郷
を
奪う

ば

わ
れ

た
。
そ
し
て
、
厖ぼ

う

大だ
い

な
「
核
の
ご
み
」
を
処

分
す
る
場
所
が
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ

の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
誰だ

れ

が
ど
の
よ

う
に
償つ

ぐ
な
う
の
か
、「
核
の
ご
み
」
を
ど
う
処

分
す
る
の
か
…
…
？

○�

唯ゆ
い

一い
つ

の
戦
争
被ひ

爆ば
く

国
で
あ
る
日
本
が
、「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
に
不
参
加
な
の
は
、
昭
和

30
年
に
制
定
さ
れ
た
「
原
子
力
基
本
法
」
の

改
定
（
平
成
24
年
）
の
際さ

い

、
そ
の
目
的
に
、

「
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資し

す
る
こ
と
」
と

い
う
文
言
が
追つ

い

加か

さ
れ
た
こ
と
と
関
連
が
あ

る
の
か
…
…
？　
ま
さ
か
、
日
本
が
核
兵
器

に
転
用
で
き
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
48
ト
ン
も

保
有
し
て
い
る
こ
と
（
信
濃
毎
日
新
聞
「
社

説
」
平
成
29
年
10
月
14
日
）
と
の
関
係
な
ど

は
あ
る
ま
い
…
…
？

○�

６
年
前
の
３
月
11
日
の
19
時
18
分
、
内
閣
総

理
大
臣
が
発
令
し
た
原
子
力
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

が
、
今
も
っ
て
解か

い
じ
ょ除
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

解
除
で
き
な
い
理わ

由け

や
問
題
が
あ
る
か
ら
な

　
こ
の
点
に
留り

ゅ
う

意い

し
、
学
校
は
社
会
の
縮
図
で

あ
る
と
い
う
教
育
的
な
立
場
か
ら
、「
原
発
」

の
問
題
に
つ
い
て
触ふ

れ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
以

下
の
よ
う
な
深
刻
な
疑
問
が
次
々
に
湧わ

い
て
く

る
の
を
禁き

ん

じ
得え

ず
、
常
に
一い

っ

貫か
ん

し
て
子
ど
も
の

教
育
を
第
一
に
考
え
た
五
無
斎
先
生
が
ご
存ぞ

ん

命め
い

な
ら
ば
、
必
ず
や
、
大だ

い

音お
ん

声じ
ょ
うで
一い

っ

喝か
つ

さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

○�

数
ヶ
月
前
の
あ
る
日
の
夕
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
第
一
放
送
で
ニ
ュ
ー
ス
解
説
者
（
？
）
が
、

福
島
第
一
原
発
の
廃は

い

炉ろ

に
つ
い
て
、「
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。」
と
言
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
、

「
人
が
近
づ
け
な
い
た
め
、
自
走
式
の
調
査

ロ
ボ
ッ
ト
を
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
投
入
し

た
。
だ
が
、
途
中
で
走
行
で
き
な
く
な
り
、

圧
力
容
器
直
下
に
到
達
で
き
ず
、
調
査
は
失

敗
し
た
。」
と
い
う
報
道
に
接
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
本
当
に
今
も
、
事
故
機
３
基
の
溶と

け
落
ち
た
核か

く

燃ね
ん

料り
ょ
うの

状
態
を
把は

　
あ
く握

で
き
ず
、

廃
炉
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
最さ

い

難な
ん

関か
ん

の
作
業
で
あ
る
核
燃
料
の
取
り
出
し
に
全
く

至
っ
て
い
な
い
状
況
な
の
か
…
…
？

○�

溶
け
た
核
燃
料
を
取
り
出
し
、
原
子
炉
建た

て

屋や

全
体
を
覆お

お

う
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物

を
築き

ず

き
、
溶
け
た
核
燃
料
や
使
用
済
み
核
燃

料
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃は

い

棄き

物
、
放
射
能
汚お

染せ
ん

水
な
ど
の「
核
の
ご
み
」を
地
底
に
埋う

め

て
も
、
こ
れ
か
ら
途と

方ほ
う

も
な
く
永
い
間
、
放

そ
の
代
表
と
思
い
ま
す
。
男
子
生
徒
が
担
任
に

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
訴う

っ
たえ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
複ふ

く

数す
う

の
教
師
か
ら
体た

い

罰ば
つ

や
不
適

切
な
指
導
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
大

津
市
の
い
じ
め
事
件
を
契け

い

機き

に
、
４
年
前
に
制

定
さ
れ
た
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
に
定

め
ら
れ
て
い
る
「
重
大
事
態
」
の
認
識
が
な
く
、

遺い

族ぞ
く

へ
の
配は

い

慮り
ょ

を
著

い
ち
じ
るし
く
欠か

い
た
茨
城
県
取

手
市
教
育
委
員
会
の
事
例
も
、
そ
の
一
例
で
す
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
、
平

成
２
年
、
い
じ
め
対
策
を
怠お

こ
た

っ
た
学
校
に
過
失

責
任
が
あ
る
と
し
た
福
島
地
裁
い
わ
き
支
部
の
、

「
学
校
は
、
教
師
が
い
じ
め
に
関
す
る
共
通
の

認
識
と
責
任
感
を
持
っ
て
、
い
じ
め
に
組
織
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
提
言
が
継け

い
し
ょ
う承さ

れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
す
。

　
三
点
目
は
、「
原
発
」
に
対
す
る
判
断
と
姿

勢
の
問
題
で
す
。

　
「
原
発
」
に
つ
い
て
は
、
賛さ

ん

否ぴ

両
論
様
々
な

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
社
会
の
木ぼ

く

鐸た
く

で
あ
る
新

聞
で
さ
え
、「
政
府
が
目
標
と
し
て
い
る
原
発

比
率
を
達
成
す
る
た
め
に
、
再さ

い

稼か

働ど
う

や
高
経
年

原
発
の
稼
働
延
長
、
さ
ら
に
、
新
増
設
も
必
要

で
あ
る
。」
と
説と

く
新
聞
と
、「
再
稼
働
を
な
し

崩く
ず

し
に
認
め
て
は
な
ら
な
い
。」
と
論
ず
る
新

聞
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
策
で
あ
る

「
原
発
」
に
関
す
る
判
断
は
、
国
民
が
投
票
で

選
ん
だ
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
諸
氏
に
託た

く

す
の
が
民

主
主
義
国
家
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
だ
ろ
う
…
…
？

　
日
本
は
、
今
も
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
下
に

あ
り
、
事
故
の
検け

ん

証し
ょ
うが
済す

ん
で
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
な
ぜ
、
今
？
」
と
い
う
「
原
発
」

に
ま
つ
わ
る
不ふ

可か

解か
い

な
動
き
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
各
位
に
は
何

と
し
て
も
、
未
来
に
生
き
る
日
本
人
が
、
あ
の

時
代
、
愚
か
な
国
民
が
愚
か
な
政
府
を
選
択
し
、

最
も
愚
か
な
判
断
を
し
た
と
悔く

や
む
こ
と
の
な

い
判
断
、
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と

成
長
、
未
来
、
そ
し
て
、
教
育
を
第
一
に
考
え

た
判
断
を
切せ

つ

に
、
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
晩
年
、
原
水
爆
戦

争
に
よ
る
人
類
滅め

つ

亡ぼ
う

の
危き

機き

を
訴う

っ
たえ
続
け
ま
し

た
。
そ
の
平
和
活
動
の
基き

底て
い

に
は
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
ナ
チ
ス
の
迫は

く

害が
い

か
ら
逃の

が

れ
る

た
め
に
亡ぼ

う
め
い命
し
た
ア
メ
リ
カ
で
、
ナ
チ
ス
が
原

子
爆
弾
を
製
造
し
て
世
界
制せ

い

覇は

す
る
こ
と
を
恐お

そ

れ
、
先
に
ア
メ
リ
カ
が
原
子
爆
弾
を
製
造
す
る

よ
う
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
進
言
し
た
こ
と

が
契
機
と
な
り
、
当
時
の
日
本
の
年
間
総
国
家

歳
出
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
20
億
ド
ル
を
投
じ
、

何
千
人
も
の
科
学
者
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
自じ

責せ
き

の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
が
、
人

間
の
愚
か
さ
に
は
際
限
が
な
い
、
と
言
わ
し
め

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　自由及び平和の基礎となる基本的人権を確保するため、世界の全ての人々と全ての国々とが達成すべき共通の基準
として1948年（昭和23年）12月10日の国連総会において、「世界人権宣言」が採択されました。
　国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日である12月10日を「人権デー」と定め、加盟国に対し、人権擁護
活動を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。
　日本でも12月４日から10日までの一週間を「人権週間」として、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重
意識の普及高揚を図るため、全国各地で啓発活動が行われます。
　当町では、一人ひとりの人権意識の向上を図ることを目的に、毎年各分館において「分館人権学習会」を開催し、
人権問題に関するビデオを題材に参加者みんなで人権について考える機会を設けています。今年も９月から10月に
かけ、町内全33分館で実施することができました。
　また、「人権週間」に併せ人権教育の推進と啓発を図るため、12月２日㈯午後１時から、老人福祉センターにおい
て「第40回人権を考える町民大会」を開催します。講師に、蓮池薫氏をお迎えし、「夢と絆」と題しご講演をいただ
きます。大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。
　21世紀は人権の世紀です。すべての人々の人権が尊重され、平和で明るい町づくりをみんなの力で実現しましょう。

第69回  人権週間

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）

「淳子のてっぺん」
唯川　恵（著）　幻冬舎（出版）
2016年逝去した登山家・田部井淳子。男女差別が色濃い時代、
女性として初めてエベレスト登頂に成功した彼女は、どのように
生き、どのように山に魅入られたのか。その人生を完全小説化。
……………………………………………………………………………

「顔ニモマケズ」
どんな「見た目」でも幸せになれることを証明した9人の物語
水野　敬也（著）　文響社（出版）
リンパ管腫、動静脈奇形、アルビノ…。顔や外見に症状を持つ人
たちが、人生に起きた出来事を乗り越えて幸せをつかんだ物語を、
インタビュー形式で紹介する。
……………………………………………………………………………

「ヨチヨチ父」とまどう日々
ヨシタケ　シンスケ（作）　赤ちゃんとママ社（出版）
絵本作家ヨシタケシンスケが、父になってわかった“トホホな真実”
を描く。パパは共感、ママは落胆の育児イラストエッセイ。
……………………………………………………………………………

「ゆきがふるまえに」
かじり　みな子（作）　偕成社（出版）
ラビッタちゃんは、山で暮らすうさぎの女の子。初めてのおつかい
で町へやってきて、買い物をすませ、ベンチでひと休みしますが…。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　12月20日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児〜
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

「ちゅうりっぷの会」による

新着
図書

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　電話 0267－88－8417　有線 4000

中央公民館並びに図書室は、下記のとおり、お休
みします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご
協力をお願いします。

閉室のお知らせ

12月17日㈰
12月28日㈭午後１時～

１月３日㈬

館 内 清 掃

年末年始休業
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

後継者がいない場合、お墓はどうすればいいの？

「永代供養墓」という霊園や寺院が管理・供養するものと、「共同墓」という同じ事情を
持つ人々が集まり、その会員が供養してくれるものがあります。

お問合せ先
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
〒170−8055
東京都豊島区東池袋1−24−1　ニッセイ池袋ビル
電話 03−6731−2887　FAX 03−6731−2890

詳しくはホームページでもご案内しています。
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　以前、林業の仕事に従事されたことがあり、その
当時、林退共制度に加入していた、もしくは加入し
ていたかもしれない方で、退職金請求手続きをした
お心のない方は、退職金をまだ受け取っていない可
能性があります。林業の仕事をしていた当時の加入
の有無についても当方で確認を行いますので、お気
軽に最寄りの支部または右記本部へお問合せくださ
い。

● 

農
業
振
興
担
当
、
中
島
貴
宏
で
す

　
い
よ
い
よ
サ
ン
ふ
じ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
り
ん
ご
の
収
穫
も
最
後
の
追
い
込
み
時

期
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
凍
霜
害
の
影
響
が
少
な
く
高
い
品
質
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

10
月
に
甲
信
地
方
を
直
撃
し
た
台
風
に
よ
り
収
穫
前
の
サ
ン
ふ
じ
が
落
下
し
、
県
内
で
億
単

位
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
落
下
し
た

果
実
は
加
工
用
、
も
し
く
は
廃
棄
処
分
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
私
が
管
理
し
て
い
る
畑
に
も
被
害
が
発
生
し
、
農
業

の
厳
し
さ
を
身
を
持
っ
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
愕
然
と
し

て
い
る
と
き
に
信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
句
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

「
い
く
た
び
も
野
分
に
耐
へ
し
果
樹
の
園
」

　
り
ん
ご
の
木
の
よ
う
に
大
き
く
力
強
く
あ
り
た
い
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

● 

協
力
隊
の
移
住
・
定
住
促
進
担
当
、
浜
野
み
ゆ
き
で
す

　
10
月
6
日
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
（
有
楽
町
）
へ
移
住
相
談
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
立
科
町
に
つ
い
て
お
話
す
る
と
「
心
動
か
さ
れ
た
。
立
科
町
へ
の
移
住
を
考
え
た
い
」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
て
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
後
日
来
町
さ
れ
、
移
住
体
験
に

結
び
つ
い
た
方
も
い
て
、
熱
意
を
持
っ
て
お
話
す
る
こ
と

で
町
の
魅
力
が
伝
わ
る
の
だ
な
〜
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
4
、
5
日
に
は
「
第
40
回
渋
谷
区
く
み
ん

の
広
場
ふ
る
さ
と
渋
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
で

町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
、
町
の
歴
史
、
暮
ら
し
等
を

紹
介
す
る
か
る
た
を
作
成
予
定
で
す
。
読
み
句
を
募
集
す

る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
際
は
有
線
放
送
等
で
ご
案
内
し

ま
す
。
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ず
く
だ
す!!

地
域
お
こ
し
協
力
隊

〝
奔
走
中
〟

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；企画課企画振興係》

林業退職金共済制度（林退共）の退職金請求について 農林係
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災害案内ダイヤルのお知らせ
　佐久広域管内で発生している火災・救助・地震・大雨等の災害について、災害の
種類や場所などを電話（音声案内）で確認することができます。

■主な案内内容
　例：【火　　災】　　�こちらは消防本部です。ただ今、○○市町村○○で建物火災が発生しています。

　　　【地震災害】　　�先ほど緊急地震速報が発信されましたが、現在119番通報による出動はなく、
被害は確認されておりません。

　　　【Ｊアラート】　�政府から○時○分に発表されました、ミサイル発射に伴う管内での119番通
報による問い合わせはなく、被害は確認されておりません。

　　　　　　　　　　ただいま、消防が警戒を行っています。

　なお、消防車両の出動直後は災害案内ダイヤルの利用が集中し繋がりにくい場合もありますので、
時間を置いてお掛け直しください。
※お掛け間違いには十分に注意してください。

　そのため佐久広域連合消防本部では、災害案内ダイヤルで災害情報をお知らせしています。
　お問合せの際は、下記の連絡先をご利用ください。

　気にかかる事は当然のことですが、119番で問い合わせる方が多数います。

消防車のサイレンが聞こえる……何かあったのだろうか？

災害案内ダイヤルの番号は
電話　0267－64－8638

119番は緊急用のダイヤルです！

■お問合せ先　　佐久広域連合消防本部　通信指令課
　　　　　　　　電話 0267－64－0119

119

　地域づくりを実践する団体の皆さまが円滑にこの制度をご活用できるよう、説明会が開催されます。
　申し込みを検討中の団体の皆さまは、是非ご参加ください。

　●日　時　12月20日㈬　午後１時30分から３時30分まで
　●場　所　長野県佐久合同庁舎　５階講堂

企画振興係「地域発 元気づくり支援金」
制度の説明会が開催されます

平成30年度

お問合せ先　佐久地域振興局　企画振興課企画振興係　電話 0267－63－3132
　　　　　　立科町　企画課企画振興係　電話 0267－88－8403
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

賃
貸
借
契
約 

─
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居

か
ら
退
去
ま
で
─ 

　
「
賃
貸
借
契
約
─
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居
か

ら
退
去
ま
で
─
」
を
テ
ー
マ
に
、
専
門
家
（
不

動
産
適
正
取
引
推
進
機
構
研
究
調
査
部
職
員
）

を
講
師
に
迎
え
、
知
っ
て
お
く
べ
き
知
識
や
ト

ラ
ブ
ル
事
例
を
学
び
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

日
時　
12
月
14
日
㈭

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所　
長
野
県
上
田
合
同
庁
舎
（
上
田
市
材
木
町
）

お
問
合
せ
先

最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

県
庁
く
ら
し
安
全
・
消
費
生
活
課

電
話 

０
２
６
─
２
２
３
─
６
７
７
０

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

県
立
高
校
「
学
び
の
改
革
」

地
域
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
教

育
の
あ
り
方
を
ま
と
め
る
た
め
「
学
び
の
改
革　

実
施
方
針
」
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
旧
通
学
区
ご
と
に
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
12
月
13
日
㈬

　
　
　
午
後
6
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

場
所　
佐
久
市　
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
先

県
教
育
委
員
会
事
務
局
高
校
教
育
課

電
話 

０
２
６
─
２
３
５
─
７
４
５
２

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

シ
ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
応
援
隊

と
の
交
流
会
開
催
に
つ
い
て

　
長
野
県
内
で
の
就
職
に
興
味
の
あ
る
学
生
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
県
内
企
業
で
働
く
先
輩

社
員
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
が
で
き
る
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
就
職
の
ギ
モ
ン
や
悩
み
を
解

決
し
よ
う
！

①
松
本
会
場　
梅
風
閣
（
松
本
市
深
志
）

日
時　
12
月
27
日
㈬
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

②�

長
野
会
場　
信
濃
毎
日
新
聞
社
長
野
本
社

（
長
野
市
南
県
町
）

日
時　
12
月
28
日
㈭
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

■�

参
加
無
料
、
私
服
Ｏ
Ｋ
、
学
年
不
問
、
各
回

定
員
50
名

■��

参
加
方
法
申
込
は
長
野
県
就
活
ナ
ビ
２
０
１

９
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら

　

�https://naganavi.shinm
ai.co.jp/

content/y2019

お
問
合
せ
先

県
庁
労
働
雇
用
課

電
話 

０
２
６
─
２
３
５
─
７
２
０
１

事
業
実
施
者
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
開
発
部
長
野

県
就
活
ナ
ビ
事
務
局
）

電
話 

０
２
６
─
２
３
6
─
３
３
５
５

シ
ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

https://w
w
w
.shukatsu-nagano.jp/

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

ザ
ワ
メ
キ
ア
ー
ト
展
２
０
１
７

信
州
の
障
が
い
の
あ
る
人
の
表
現
と

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
表
現
し
た
作
品
に
向
き

合
っ
た
と
き
、
ど
こ
か
心
が
ザ
ワ
ザ
ワ
と
し
、

自
分
の
感
覚
の
ど
こ
か
が
く
す
ぐ
ら
れ
た
り
揺

さ
ぶ
ら
れ
た
り
…
。
そ
ん
な
、
心
が
“
ザ
ワ
メ

ク
”
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

�

絵
画
な
ど
、
お
よ
そ
１
０
０
点
の
展

示
・ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
映
画
上
映

期
間　
平
成
30
年
1
月
6
日
㈯
〜
2
月
4
日
㈰

場
所　
佐
久
市
立
近
代
美
術
館

観
覧
料　
無
料

お
問
合
せ
先

信
州
ザ
ワ
メ
キ
ア
ー
ト
展
２
０
１
７
実
行
委
員

会
事
務
局

電
話 

０
２
６
─
２
３
５
─
３
４
４
１

（
受
付　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

お
知
ら
せ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

　町では「子どもの頃から始まる寝たきり予防」をテーマに次の通り学習会を開催します。
　家庭で気をつけるべき生活習慣のポイントを、講師が分かりやすく解説します。
　大勢の皆様のご参加をお待ちしています。
●日　時　12月15日㈮　午後７時00分～８時30分
●場　所　老人福祉センター　集会室
●内　容　「子どもの頃から始まる寝たきり予防① ～血管を守る編～」
●参加費　無料
●講　師　佐久総合病院　人間ドック科　部長　池井肇医師
●お問合せ先　町民課　環境保健係　電話 88−8407　有線2311

健康学習会を開催します 環境保健係
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児童館事業の様子

I
I
I
I
I
I
I
I
I

茶道教室たまご広場

なかよし広場 放課後子ども教室

こども未来館／電話 0267−56−0248 有線 8888

12月・１月 行事予定
立科町児童館　こども未来館情報

皆さんのご来館をおまちしています

なかよし広場
★対象：
　就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
　12月 １日（金）ちびっこ広場
　　　  ８日（金）ちびっこ広場
　　　 14日（木）

ママのリラックス広場

　　19日（火）たまご広場  　
　　21日（木）親子運動遊び　　      　
　　25日（月）ちびっこ広場
１月12日（金）ちびっこ広場
 　  18日（木）親子運動遊び	
　   23日（火）たまご広場　
　   25日（木）子育て講話  　　 　
　   26日（金）ちびっこ広場

学習・スポーツ教室
★対象：小学生（登録児童のみ）
★場所と時間：立科小学校　午後３時～５時
★日程：12月６日（水）・13日（水）・20日（水）
	 １月10日（水）・17日（水）・24日（水）・31日（水）
★内容：‌�学習アドバイザーの先生方に、宿題や予習・復習等を教

えていただきます。スポーツ教室は、学年の枠を越え、
思いやりをもって、みんなで仲良く楽しみましょう。

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：12月 ４日（月）友だちの顔を描こう
		  　　 11日（月）ｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰを作ろう
		  　　 18日（月）サンタさんを作ろう
		  　　　　　　　　　　　　　(午後１時30分〜)　
		  　　 25日（月）お年玉袋を作ろう
		   １月15日（月）カルタ取りをしよう
		  　　 22日（月）鬼のお面を作ろう

ビーズ教室（要予約）
★対象：小学生（１年生〜３年生）
★日時：12月２日（土）　午前10時〜
★内容：ふわふわビーズのストラップを作ろう

茶道教室（要予約）
★対象：小学生
★日時：１月27日（土）午前10時～
★内容：茶道の礼儀作法を学びましょう

教育委員会

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、ご承知おきください。

詳しくは毎月発行しております、「なかよし広場だより」（未就園児向け）、「じどうかんだより」（小学生向け）をご覧ください。

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象：小学生
★日程及び内容
12月 ９日（土）クリスマスリースを作ろう
　　　　　　　  午前10時〜
12月27日（水）しめ縄を作ろう  午後１時30分〜
 １月20日（土）凧を作ろう  午前10時〜
 １月27日（土）凧揚げをしよう  午後１時30分〜  

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～

【囲碁】★日程：12月 ７日（木）・21日（木）・
	 １月18日（木）

【将棋】★日程：12月14日（木）(午後２時〜)
	 １月11日（木）・25日（木）
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たてしな保育園の
子どもたち

年少組

ひよこ組

あひる組

少しの時間を使って運動あそび！
飛んだり、はったり、走ったり、いろいろな動きをあそび
に取り入れて自然と体を動かすことを楽しんでいます。
子どもたちにやり方を聞きながらぜひ、お家でも楽しんで
みてください！

待ちに待った秋のバス遠足。
たくさんのお魚に興味津々！！“大き〜い”“かわいい〜♡”と
目をまあるくしたり、細めたり…。
ドクターフィッシュ体験や鯉の餌やり体験も楽しみました。
昼食は愛情た〜っぷりのお弁当も頂いて、大満足な一日でした。
おいしいお弁当ありがとう♪

大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
蓼
科
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
水
族
館

に
行
き
ま
し
た
。

鯉
に
え
さ
を
あ
げ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
や
カ
メ
を
見

た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
よ
!!

お天気の良い日はたくさん外遊び！
大きいお友だちはお散歩に行ったり、
小さいお友だちはゆったり園庭で遊
んだりと毎日元気いっぱいです。

風の子広場にはドングリが
いっぱい！
まるいの、ほそながいの
たくさんひろったよ！

年中組

年長組
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白樺高原
便り

白樺高原総合
観光センター

クリスマスサービス	 12月23日（土・祝）・24日㈰

サンタクロースから来場したお子様へプレゼント

お楽しみダーツ大会

ダーツを投げて立科町の特産品をゲット！
先着300名様限定！
■白樺高原国際スキー場	 １月21日㈰
■しらかば２in１スキー場	 ２月18日㈰

信州雪板合戦（白樺の陣）・トップライダーズミーティング
	 １月27日㈯・28日㈰

しらかば２in１スキー場にてデモレッスン及びテクニカル大会！！
スノーボードのトップデモが集結！！！

雪の日！シーズン券プレゼント
２月24日㈯・25日㈰

抽選で来シーズンのシーズン券をプレゼント！
詳しくはスキー場HPで！

ホームページ
●白樺高原国際スキー場
　http://www.shirakaba-ski.jp/
●しらかば２in１スキー場
　 http://www.2in1.jp/

スキーこどもの日

毎月第３日曜日　小学生以下　リフト１日券無料（団体対象外）

イベント情報

お得情報

白樺高原のウィンターシーズンがスタートします。白樺高原国際スキー場、し
らかば２in１スキー場はオープニングイベントをはじめ、今シーズンも各種イ
ベントが盛りだくさんです！
ご家族やお友達と一緒にぜひ遊びに来てください。

スキー場オープン迫る!! 12月15日㈮

※販売窓口　両スキー場とも販売窓口は各発券所にて承ります。

町民優待リフト券

区　分 平　日 土・日・祝日
年末年始（12/29～１/５） 備　考

中学生以下 無料   800円
高校生 1,000円 1,000円 要・学生証
大人 1,000円 2,000円 要・住所証明

※販売窓口
・白樺高原総合観光センター　インフォメーション
・しらかば２in１スキー場総合管理センター
・中学生以下のみ役場教育委員会で受け渡しできます。
・町内居住証明のご提示をお願い致します。

町民共通シーズン券　顔写真入り 両スキー場共通

区　分 料　金 備　考
中学生以下   7,200円 中学生まで

高校生 10,000円
大人（シニア含む） 20,000円 施設シーズン券を除く
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第45回長野県保健補導員等研究大会で活動を報告しました!!
　立科町保健委員会では、９月26日㈫に長野市のホクト文化ホール
で開催された、「第45回長野県保健補導員等研究大会」に参加し、日
頃の取り組みについて発表をしてきました。
　今年の保健委員会は、「誰もが住みよい町を目指して！健康づくり
の輪を広げよう」を活動目標に掲げ活動しています。測る健康づく
りを推進しながら開催した健康づくり学習会の様子や、
誰もが受診しやすく、また来年も受診しようと思える
健診の環境づくりを目的に平成26年からスタートした
「健診サポートボランティア」の取り組みについてな
ど、17名の保健委員さんがステージで発表しました。
　日々の活動の難しさや、楽しさを近隣市町村の仲間
と共有する良い機会となりました。

立科中学校１年生が役場訪問
　中学校１年生では、地域の産業に従事し、地域を支えている
方々のお話を伺うことで、将来の自分の生き方を考えることを目
的に、総合的な学習の時間の一
環として「ふるさと立科を知
る」という学習を行っています。
　10月２日に役場に来庁し、
町長と教育長から町の行政に関
することや、教育に関すること
を真剣な眼差しで聞き取りをし
ていました。

第42回　女神湖歩け歩け大会
　10月15日㈰、42回目を迎えた女神湖歩け歩け大会が開催されました。
今年は女神湖感謝祭とも日程を併せ、ゴールを蓼科牧場バス停に変更
して開催し、20㎞の西峰コースに48名、10㎞の白樺コースに89名の計
137名の方に参加をいただきました。
　当日は雨が降るあいにくの天気でしたが、
コース終盤の休憩所では牛乳専科もうもうさ
んより温かい牛乳のサービスやゴール付近の
感謝祭会場では豚汁のふるまいもあり、皆さ
ん冷えた体を温めている様子でした。
　ご参加いただいた皆さん、大変お疲れ様で
した。
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立

第

科町移住・定住アンバサダーの
認定カード授与式

41回立科町商工祭「多来福まつり」

　10月26日㈭、立科町移住・定住アンバサダーの認定カード授与式を行
いました。移住・定住アンバサダーは、移住相談や移住体験にお越しに
なった方々に対し、親身になった
相談・協力を行い、移住・定住者
を歓迎する機運を広く醸成する活
動を行う住民ボランティアです。
　今回は第1期生として、昨年度
の養成講座を受講した14名に認定
カードを授与しました。

　10月28日㈯・29日㈰に役場駐車場にて、立科町商工祭主催に
よる第41回立科町商工祭「多来福まつり」が開催されました。
　28日は小学校の管楽部や合唱部、中学校吹奏楽部、御泉水太
鼓のステージパフォーマンス。29日は、立科町出身の諏訪しおり
歌謡ショーや長野県のご当地アイドルパラレルドリームのミニラ
イブが開催され、
あいにくの天気
でしたが、会場
は熱気に包まれ
ていました。

保育園・小中学校給食「地域食材の日」
　保育園・小中学校の給食は、地元でとれたもの
を地元で食べる「地産地消」を心がけています。
また地域の食材を活用し「地域や季節のものを大
事にいただく」「農畜産業や環境に関心をもつ」な
ど給食を通して食育の取組みも行っています。

　今年も10月19日㈭を「地域食
材の日」とし、保育園・小中学
校統一献立の蓼科牛を使った牛
丼などをおいしく食べました。
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第

第

立

45回　立科町文化展

12回　たてしなふれ愛むら・第31回福祉リサイクルバザー

科小学校避難訓練と児童引き渡し訓練

　11月３日～５日に、中央公民館において立科町文化展を開催
しました。
　今年も町内の創作グループをはじめ、小中学生、友好都市愛
川町の文化協会の皆さんなど多くの方から、たくさんの作品を
出展していただきました。

　また、毎年恒例となっている貴船会の皆さまによる抹茶
サービスが行われました。
　この３日間で、約430名の方にご来館いただき、会場は
大変賑やかでした。
　ご協力をいただいた皆様に感謝申し上げると共に、今後
とも公民館事業へのご協力をお願いします。

　11月３日㈮に老人福祉センターにて、社会福祉協議会主催によるたてしなふれ愛むら・福祉リサイクルバザー
が開催されました。
　多くの方が来場され、ふれ愛むら・バザーともに大変にぎわっていました。

　防災教育の一環として、11月７日に立科小学校で避難訓練が実施されま
した。
　「午前中大規模地震が発生し、校庭に
避難したが、校内に戻っても余震が収ま
らないため、保護者へ引き渡して下校す
る。」という訓練想定の中、午後には保
護者に無事引き渡しが完了し、全児童が
安全に下校することができました。
　また、午後の引き渡し訓練では、消防
団員約50名も出動し学校周辺の安全確認
と、保護者の車両誘導に協力しました。
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 12月町民カレンダー
● 町県民税（第４期）
● 国民健康保険税（第７期）
● 介護保険料：普通徴収（第９期）
● 後期高齢者医療保険料（第６期）

12月の納税

電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 0267−55−6201
中央公民館（事務室） 0267−88−8417 4000
たてしな保育園 0267−56−0022 2100
こども未来館（児童館）0267−56−0248 8888
老人福祉センター 0267−56−1825 4091
立科温泉　権現の湯 0267−56−0606 4126

連絡先

町のデータ10月 10月１日〜10月31日の状況

立科町役場  電話  0267−56−2311（代表）  有線 2311
　　　　　  FAX  0267−56−2310

人口 7,340（－  8） 出生 3
男 3,641（＋  2） 死亡 8
女 3,699（－10） 転入 12

世帯数 2,845（＋  2） 転出 15

救急 出動件数 年間累計

交通事故 1 30
その他 30 382
合計 31 412

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 4
その他 0 3
合計 0 7

気　象 今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 12.1℃ 12.4℃
最高極日 26.1℃／10日 28.0℃／H25
最低極日 0.4℃／31日 −2.3℃／H26

降　水　量 358.0mm 99.3mm
降水量（1〜9月） 970.0mm 973.2mm
日 照 時 間 96.3時間 166.7時間

人 口 11月１日現在（10月31日届出まで）	 （　  ）内は前月比

各種相談日
●結婚情報センター相談会
12月８日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
� 立科町社会福祉協議会
電話0267－56－1825

●無料法律相談
12月15日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター
相談員：土屋文男弁護士
　　　　田口真順心配ごと相談員
� 立科町社会福祉協議会
電話0267－56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

3 日 矢島医院 小諸市 0267－22－8148
鈴木医院 小諸市 0267－26－1212
高橋医院 佐久市望月 0267－53－2366
山口歯科医院西小諸診療所 小諸市 0267－24－8148

10 日 栁澤医院 立科町 0267－56－1045
小諸病院 小諸市 0267－22－0250
小岩井整形外科 小諸市 0267－26－6788
佐久長土呂クリニック 佐久市長土呂 0267－68－7899
鈴木歯科医院 御代田町 0267－32－6480

17 日 岩下医院 立科町 0267－56－3908
武重医院 小諸市 0267－22－0171
小諸南城クリニック 小諸市 0267－26－5222
すみだクリニック 佐久市本新町 0267－62－7122
甘利歯科医院 小諸市 0267－22－1557

23 土 関医院 小諸市 0267－22－2205
鳥山クリニック 小諸市 0267－26－0308
小林内科クリニック 佐久市佐久平駅北 0267－66－0500
依田歯科医院 佐久市浅科 0267－58－2050

24 日 須江医院 小諸市 0267－22－2060
佐々木医院 小諸市 0267－22－0503
こすも内科クリニック 佐久市平賀 0267－88－7211
中山歯科クリニック 御代田町 0267－32－2000

31 日 佐藤外科医院 小諸市 0267－22－0334
栁橋脳神経外科 小諸市 0267－23－6131
雨宮病院 佐久市下小田切 0267－82－5311
佐々木歯科医院 御代田町 0267－32－3938

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

行　事　予　定 保　　　　　健　
1 金 年末の交通安全運動　～31日

2 土 第40回人権を考える町民大会

5 火 赤ちゃん相談室
（２か月の会　H29.9月生）

7 木 パパママ教室（３回目）

9 土 わら細工・お手玉づくりを楽しむ会

10 日 クリスマスケーキを作ろう

13 水 ２歳児おやこ教室（２回目）
H27.6月～H27.11月生

15 金 スキー場オープン

26 火 年末警戒　～30日


